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2.8 附 属 施 設 
 

 

2.8.1 附属施設 農場 
 

 附属農場は、農学部の創設（1923年11月）に伴って1924年５月に京都大学北部構内に開設さ

れた。現在は大阪府高槻市八丁畷町の本場（水田班、果樹班、蔬菜班、事務室を設置）、高槻市

古曽部町の古曽部温室（花卉温室班）および京都大学北部構内の京都農場（京都農場班）から

構成されている。1998年４月に農学部附属農場から大学院農学研究科附属農場に移行した。そ

の際、農場内に生産管理科学講座の植物生産管理学研究室を創設し、これまでの学部学生の実

習教育に加えて、学部及び大学院の専攻生の教育を担当する体制となった。植物生産管理学研

究室専攻の学部４回生に対しては生産管理科学演習及び課題研究、また、大学院生に対しては

植物生産管理学演習、専攻実験、植物生産管理学特論、植物生産技術論等を主に指導している。

また、３回生を主体とする学部学生に対しては植物生産管理学を開講するとともに、２回生を

主体とする学部学生に対しては「栽培技術論と実習」の場として特徴ある実習教育を行ってい

る。また、全学の新入生を対象とした「少人数セミナー（ポケットゼミ）」と称する農業体験実

習セミナーを開講している。さらに農場は、共同研究等により、学内外の者の研究の場として

も活用されている。 

 所属の教員および専攻生の研究テーマとして2004年度は、イネの高温不稔耐性に関する研究、

ダイズのイソフラボン含量および突然変異に関する研究、果樹類の自家不和合成・休眠性のメ

カニズム・染色体解析と種分化に関する研究、トマトの果実生産に及ぼす高温の影響に関する

研究、コチョウランの組織培養に関する研究等を実施した。 

 上記の教育・研究活動のほかに、地域社会への貢献を狙いとする活動もなされている。その

一環として2004年度は、公開講座および高槻市立生涯学習センターとの京都大学連携講座を開

講した。 

 

構 成 員：農場長 教授(兼) 谷坂 隆俊 

主 事 教 授  山田 利昭 

助教授  北島  宣（2004.4.1～） 

助 手  片岡 圭子 

助 手  松井  勤 

助 手  寺石 政義 

助 手  札埜 高志 

助 手  羽生  剛 

大学院修士課程 ６名 

専攻４回生 １名 

 

 研究活動、教育活動等については、農学専攻の中の植物生産管理学分野の項を参照のこと。 
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2.8.2 附属施設 附属牧場 
 

 附属牧場は京都市から北西約50km の京都府船井郡丹波町にあり、面積は約16.5ha で繁殖雌牛、

育成子牛および肥育牛をあわせて150頭ほどが飼育され、これらの肉用牛を用いて、肉用牛の飼

養管理なかでも牛肉生産技術に関する基礎的、応用的研究を行うとともに、30名収容可能な研

修・宿泊施設を利用して、学部学生に、肉用牛の飼養管理技術と生産システム、牧草の生産利

用技術の取得を中心とした実習教育を実施している。 

 

構 成 員：場 長 教授(兼) 今井  裕 

助教授  北川 政幸 

技術職員 松山 隆次  村上 弘明 

長瀬 祐士  吉岡 秀貢  北村 祥子 

日本学術振興会特別研究員  １名 

 

Ａ．研究活動（2004.4～2005.3） 

Ａ－１．研究概要 

ａ）肉用牛における飼養管理ならびに牧草地における生産管理の改善に関する研究 

 繁殖雌牛における繁殖成績を高めるために、人工授精時における血中ビタミンＡ、βカロ

テン濃度と受胎性との関連性について検討するとともに、超音波診断装置を用いて人工授精

後40日目における妊娠鑑定の可能性について検討している。また近年、イタリアンライグラ

ス草地におけるワルナスビの侵入が広域にわたって観察されることから、３種の除草剤を用

いて化学的防除の可能性について検討し、そのうちの１剤が有効であることが示された。さ

らに継続して、スーダングラスの播種・導入による雑草害の低減化の可能性について検討し

ている。 

ｂ）肉用牛の機能開発に関する基礎的研究ならびに牧草地の土壌特性に関する研究 

 農学研究科、情報学研究科および薬学研究科の関連研究分野と緊密な連携を図りながら、

肉用牛を用いて、牛筋肉組織内における脂肪細胞分化（動物遺伝育種学分野）、ビタミンＣ製

剤の利用性（動物栄養科学分野）、音声解析（農産加工学分野）、放牧牛における行動解析

（情報学研究科）、牛胎盤抽出物中の新規化合物の探索（薬学研究科）などについて、また牧

草地における硝酸態窒素の動態（土壌学分野）についてそれぞれ検討している。 

 

Ａ－２．研究業績（国内、国外を含む） 

ａ）成果刊行 

原著論文 

窄山れい・谷口幸雄・北川政幸・山田宜永・佐々木義之：黒毛和種牛およびホルスタイン

種牛の最長筋における C/EBP ファミリーおよび PPARγの発現パターンの比較．日本

畜産学会報 75(4)；527-533、2004 

総  説 

Ikeda S., Kitagawa M., Imai H. and Yamada M.: The roles of vitamin A for cytoplasmic maturation 

of bovine oocytes. J. Reproduction and Development 51; 23-35, 2005 
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北川政幸：軽種馬飼養標準（2004年版日本中央競馬会競走馬総合研究所編）．p. 49-52、ア

ニマル・メディア社、東京、2004 

矢野秀雄・平井 静・北川政幸：肉用牛における栄養生理研究の最新の進歩 栄養生理研

究会報 48(2)；79-104、2004 

ｂ）学会発表 

第29回国際動物遺伝学会議：１件 

第41回肉用牛研究会：１件 

日本畜産学会第104回大会：４件 

 

Ａ－３．国内における学会活動など 

所属学会等（役割） 

北川政幸：日本家畜管理学会（評議員）、肉用牛研究会（評議員）、畜産システム研究会

（評議員） 

 

Ｂ．教育活動（2004.4～2005.3） 

Ｂ－１．学内活動 

ａ）開講授業科目 

学部：畜産技術論と実習（北川）、畜産技術論と実習Ⅱ（北川） 
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